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新規腋臭菌 Anaerococcus sp.株の発見 
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【背景・目的】腋臭は、体内から分泌された無臭の前駆体が皮膚に存在する細菌によって変換されて

発生する。既存デオドラント剤は殺菌成分を含有するが、充分な消臭効果が感じられないといった課

題がある。その為、既存の殺菌成分が効き難い腋臭菌が存在する可能性が考えられた。そこで、新た

な腋臭菌を見出す事を目的とした。 

【方法】①腋部位の擦り取り液から好気及び嫌気条件で菌株分離を行った。②並行して、同液からＤ

ＮＡ抽出を行い、Ｔｅｒｍｉｎａｌ Ｒｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ Ｆｒａｇｍｅｎｔ Ｌｅｎｇｔｈ 

Ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｉｓｍ（Ｔ－ＲＦＬＰ）分析により腋の細菌叢解析を実施した。③分離株につい

て腋臭成分３－ｈｙｄｒｏｘｙ－３－ｍｅｔｈｙｌｈｅｘａｎｏｉｃ ａｃｉｄ（ＨＭＨＡ）発生を

確認した。④新たに見出した腋臭菌Ａｎａｅｒｏｃｏｃｃｕｓ ｓｐ.株に対して、既存殺菌成分の

最小発育阻止濃度を調べた。 

【結果】①嫌気性菌９株、好気性菌２１株を分離株として取得した。②主要な菌であるＣｏｒｙｎｅ

ｂａｃｔｅｒｉｕｍ属、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ属、Ｐｒｏｐｉｏｎｉｂａｃｔｅｒｉｕｍ属

とは別のメインピークを確認した。③分離株３０株及び基準株７株の中で、Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅ

ｒｉｕｍ属よりＨＭＨＡ高生成株を見出した。１６ｓｒＤＮＡシークエンスによりＡｎａｅｒｏｃｏ

ｃｃｕｓ ｓｐ.株と同定した。この新たに腋臭菌として見出したＡｎａｅｒｏｃｏｃｃｕｓ ｓｐ.

株の制限酵素断片長から、Ｔ－ＲＦＬＰ プロファイル中のメインピークと一致する事を確認した。

④市販のデオドラント剤に汎用されている殺菌成分であるイソプロピルメチルフェノール（ＩＰＭ

Ｐ）やトリクロサン（ＴＣＳ）に対して、Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ属と比較して、この株が

高い抵抗性を示す事を確認した。 

【考察】これらの事から、新たに見出したＡｎａｅｒｏｃｏｃｃｕｓ菌は、腋の主要な常在菌であり、

腋臭発生の重要な菌種と考えられた。本菌種に対して、デオドラント剤に含有される既存の殺菌成分

では殺菌効果が低く、腋臭が充分に抑制出来ない課題の理由と考えられた。 


